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　　A　fluvial　terrace　facing　to　the　Sea　of　lyonada，　Bungo　Strait　between　Shikoku　and

Kyushu，　is　rarely　developed　along　the　shore　line　near　Kohnokawa，　Futami　Town，　southwest

of　Matsuyama　City，　Ehime　Prefecture．　This　terrace　was　named　Kohnokawa　Plain　by

TAKAHAsHi，　M　and　NAGAi　（1972），　and　the　sediments　constituted　．　the　terrace　was　named

Kohnokawa　Formation　by　the　same　authors，

　　However，　the　writer’s　survey　reveals　that　this　formation　is　divided　into　two　parts　；　1）　Mid－

dle　terrace　deposits　ofthe　Kohnokawa　Formation　（redefined），　with　20－40　m　above　sea　level，

and　2）　Higher　terrace　deposits　of　the　Futami　Formation，　with　40－120　m　above　sea　level．
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The　redefined　Kohnokawa　Formation　deposited　near　the　ancient　shore　line　of　Riss／Wurmian

interglacial　age，　which　plays　a　ve．ry　irnportant　role　in　the　Paleo－Bungo　Strait　to　construct　the

scale　of　the　Paleo－Tosa　Bay　Transgression　defined　by　MiTusio　et　al．　（1972），　that　is　the

equivalent　of　the　Shimosueyoshi　Transgression　at　Kwanto　District．　And　moreover，　it　is　new

important　discovery　in　Shikoku　District　that　the　tephra　bed　from　the　Kohnokawa　Formation

is　correlatable　with　Aso－4　in　Kynshu　District　and　in　Yamaguchi　Prefecture　（MiTusio，　1971），

by　its　stratigraphical　position　and　heavy　mineral　composition　（KAsHiMA，　et　al．，　1982）．

は　じ　め　に

　愛媛県松山市南西方の伊予郡双海町高野川付近には，豊後水道に面した伊予灘海岸地方では

めずらしく，段丘地形が発達している（図1）。そして，この付近の第四系はかつて，高橋和
　　　　　　の　永井（1972）によって，洪積世の高野川層として命名され，この層が形成している地形面は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ高野川面として定義された。さらに，堀越ら（1973）は，この層中の泥層に含まれる炭質物の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨラ炭素14年代の測定結果から，29，300YBPの値を得ている。また，鹿島ら（1982）は，高野川

層の上部，および，伊予市三秋付近の高位段丘礫層（後述の双海層）などから火山灰層を発見

し，それらの重鉱物組成などを明らかにした。

　その後，筆者らが高野川付近を再検討した結果，高野川層および高野川面は，従来の高橋和
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永井（1972）による定義よりもその分布は狭く，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また，高度も低く，後に定義する高位段丘相当層の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　双海層も，明らかに彼らの中位段丘堆積物の定義に
　　　go　　　　伍。松山　　　　　　　　　　　含まれているので・これらを分離して再定義する必

　　　　　　　　四　国

図1　調査位置図

準の上昇規模を規定する上で極めて重要である。さらに，高野川湯中の火山灰は，
　　　　　　　　　　　　　　　　の末端相の八女粘土層（郷原ら，1964）に対比されることが明らかとなり，

阿蘇一4の新発見でもあり，今後の四国地方のテフラの解明に重要である。

　そこで，この論文では，これらの地層の新しい定義，および，これらの意義について述べる。

　この報告を行うにあたり，周桑郡丹原町立田野小学校の高橋　和教頭，および，日特建設株

式会社松山営業所の白石邦幸氏・本村泰久氏にはいろいろご協力をいただいた。また，高知大

学理学部地質学教室の加賀美英雄教授・同学部生物学教室の山中三男教授，および，琉球大学

教養部地学教室の古川博恭教授には貴重なご教示をいただいた。これらの方がたに厚く感謝す

る。

要がある。さらに，再定義した高野川層は中位段丘

堆積物であり，しかも旧海岸線からそれほど遠くな

い所に堆積したと考えられる。従って，この事実は，

リス／ウルム間氷期の海水準上昇期の際に，当時の

豊後水道（古豊後水道と命名）の四国側において，
　　　　　　　　　　　　　　ね高知第四紀研究グループ（1972）や中村・満塩ら
　　　らコ
（1972）の定義した古土佐湾海進時における旧海水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿蘇一4の

　　　　　　　　　　　　　　これは四国における
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地形・地質の概要

　当調査地域の地形区分図を図2に示している。本地域は，四国における中央構造線が走る地

表での最西端に当たり，この地域の西方には明神山（634．3m）があり，黒雲母安山岩からな

っている。この山の南西の連続には，双海町上灘の標高約340mから約520mにかけて，約4段
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図2　地形区分図
　　　1：沖積平野・河道 2：中位段丘　3：高位段丘　4＝丘陵・山地
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の特異な平坦面がある。また，この山の北方には開析された丘陵が続き，最高は256．5mに達

しているが，これらは和泉層群からなっている。そして，この丘陵の西北部で，当調査地域の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アコ
北方には郡中層があり，最近，高橋・鹿島（1985）によって再定義され，時代はほぼ前期更新
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ世（一部は後期鮮新世？）とされた。さらに，その北東方には高橋・大龍・鹿島（1984）によ

って命名された前期更新世の段丘を作っていない，いわゆる，プレ段丘の八倉層が丘陵を形成

している。

　これらの丘陵地の谷合いに沿い，JR四国の予讃本線と国道378号が走っている。この国道

378号沿いの早尾峠より南西方に名の無い小川が流れており，ここでは記述の便宜のために高

野川川と仮称しておくが，この川の左岸（南岸）に沿い，および，伊予灘の海岸沿いに後述の

段丘地形が2段発達している。高い方の段丘は約40mから約120mに達しており，山側に断続

的にみられるが，これが高位段丘である。いっぽう，低い方の段丘は高度が約20－40mであり，

これが中位段丘である。これは国道378号が銭尾峠を越えて，高野川川沿いに海岸線に出てく

る付近から高野川駅付近にかなり広くみられ，その駅付近より南西側の海岸線に沿って，JR

線の走っている線路の高度にある。

　また，当調査域には小さな高野川川以外の大きな河川がなく，低位段丘は形成されていない。

沖積面は現在の海岸線に沿って，国道378号が走っている高度に，猫の額ほど狭く分布してい

る。これらの分布を模式的に，後の図5に示している。

　ところで，一般に段丘は海岸線に沿っているからと言って，いわゆる海岸段丘ではなく，海

成層や海浜礫（ビーチグラベル）からなれば海成段丘と呼べるものである。この点からみて，

当調査地域の中位段丘は，これを形成している地層の諸特徴からみて，海浜（ビーチ）そのも

のではないが，旧海岸線からそれほど遠くない所に堆積したと考えられる。これは，後述のよ

うに，リス／ウルム間氷期の古土佐湾海進の規模を豊後水道の四国側で設定する上で極めて重

要である。

　つぎには，各段丘堆積物の定義について述べる。

各段丘堆積物の定義

　高位段丘　双海層（Futami　Formation）新称

　命名：高橋・今夕・鹿島（1990）

　模式地：愛媛県伊予郡双海町高野川付近

　分布：双海町高野川の海岸線付近から伊予市三秋付近の高度約40－120m（図3）

　層厚：約10m

　図3には本層の分布を示し，また，模式的な柱状図を図4のAに示している。層層は前述の
　　　　　　　　　　　　　りように，高橋和・永井（1972）が高野川層としていたものからの分離である。これは双海町か

ら伊予市にかけて，断続的に分布している。また，この分布高度は約40－120mに達し，これ
　　　　　　　　　　　　　　りには従来，高橋和・永井（1972）が述べた高野川面も含まれている。

　本層は高野川の北東方のトンネルの東方の新しく作られた池の側などでよく観察される。こ

れは礫層を主体としており，層厚は約10m前後である。礫のサイズは最大は巨礫で，卓越礫は

中州である。礫の種類は砂岩・泥岩や一部に安山岩も含まれている。これらの礫は，特殊な風

化を受けたいわゆる赤色風化のクサリ礫である。また，礫の形状は凹角礫から亜円礫層である。
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これらを埋めているマトリックスは，黄褐色の「黄色凝灰質物質」である（高知第四紀研究グ
　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　う　

ループ，1972　；中村ら，1972　）。

　伊予市の三秋でも，地形面としては図2において高位段丘面として表してないが，図3の分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　布図に示しているように，クサリ礫の高位段丘礫層が分布している。鹿島ら（1982）がこの礫

層のほぼ中間に，火山灰を発見している（図4のA）。火山灰の詳細については後述するが，

N
／

至松山市

。

　向井原

ヨ
　
　
ハ
　
　
ヨ
　
ム
コ

＝
〔
■
E

奨 cr

高野川

0　　　　　　　　　1 2km

至宇和島市

図3　地質図
　　　1：沖積層 2：高野川層　3＝双海層　4：基盤岩類
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　　　　　　　　図4　地質柱状図
　　　　　　　　　　　A：双海層（伊予市三秋）　B：高野川層（伊予郡双海町高野川）
　　　　　　　　　　　1：崖錐性堆積物　2：礫層　3：砂層　4：粘土層　5＝テフラ層
　　　　　　　　　　　6：基盤岩（和泉層群）

本忌中の火山灰はいろいろな色を呈しており，粘土化して加水ハPイサイトができている。こ

の火山灰の噴出源は層準や重鉱物組成からみて，阿蘇の1から3までのどれかに対応するもの

と考えられるが，いまのところは不明である。今後，フィッショントラック法などで，確定す

る必要がある。

　本層は，和泉層稗が衝上している所と不整合におおっている所がある。また，後述する中位

段丘礫層の高野川層との直接の露頭はみられないが，諸条件から判断して，模式的には図5の

ような関係が想定される。

　中位段丘　高野川層（Kohnokawa　Formation）
　　　　　　　　　　　　　　　　り　命名：高橋　和・永井浩三（1972）を再定義

　模式地：愛媛県伊予郡双海町高野川付近

　分布：双海町高野川付近の海岸線付近の高度約20－40m（図3）

　層厚：約10m＋

　本層の分布は図3に示し，また，模式的な柱状図は図4のBに示している。本気の分布は高

野川川の左岸沿いに広くみられ，また，伊予灘沿いの海岸に沿っても細長く分布している。模

式地付近の本層は礫層が主体であり，中部付近に2枚の薄い泥層，および比較的上部に約3m

近い層厚の泥層も含まれている。礫の種類は砂岩・泥岩・安山岩などからなり，ごくまれに結

晶片岩の礫が含まれている。礫のサイズは最大は巨桜で，卓越礫は中礫である。礫の形状につ

いては，円磨度は低くて，三角礫から亜円礫程度である。礫は黄褐色を呈しており，風化の程

度もいわゆる半クサリ礫の状態である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　また，本層の粘土層から花粉化石が報告され（高橋　和・永井，1972），Picea・Pinus・∠4　bies
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などの寒冷要素の花粉属，および，Sapiumなどの温

暖要素を示す花粉属が共に検出されていて，「共棲み

現象」がみられる。この現象は高知県下の海成の高位

段丘・中位段丘の二二中の花粉属の構成でもみられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きSapiumナンキンハゼは，　SHIMAKuRA（1969）によ

り紀伊半島の海成洪積層や伊丹粘土層などからも報告

され，高知県下の海成中位段丘堆積物からも検出され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　のている（高知第四紀研究グループ，1972　；中村・満
　　　　　の塩ら，1972　）。さらに，本層の花粉胞子属の構成は，

木本類が大多数を占め，草本類はCompositaeやP傑

sicariaとされており，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1〔Dに詳細な検討を必要とするが，半田

つ
・

　　　　　　　　双海層

　　　　　　　40－120m　　　高野川二

野・一鋼薮赤色土
　　．6qg至60
　　　r．Q．E9一．㌧鵜σ惣・

　　基盤岩類

黄褐色土

図5　段丘区分概念図

　　　　　　　　　　シダ胞子類はPolypodiaceaeとされている。これらについては，さら

　　　　　　　　　　　　　　　　・満塩（1977）の花粉・胞子組成の三角ダイアグラムによ

れば，木本類が多くて草本類とシダ胞子類は少ないことから，この層は本来的な海成堆積物で

はないが，海岸線近くで堆積したことはまちがいないと考えられる。
　　　　　　　　　　　　　ヨコ　さらにまた，鹿島ら（1982）により，上部の礫層の間から火山灰層が発見され，これらの重

鉱物組成も明らかにされた。これらの詳細については後述するが，これは阿蘇一4の八女粘土

層に相当することが判明した。これは四国における最初の発見である。

　本四は和泉層群を不整合におおっている。また，高位段丘礫層の双海層との直接の関係は観

察されないが，図5のような関係が想定される。

火 山 灰

　一般に，火山灰は短時間に広域に分布するので，いわゆる鍵層として有効である。四国地方

における各時代の主要な火山灰の層準および重鉱物組成によるタイプ分けについては，かつて，
　　　　　　　　　　　　　　ぬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らコ
高知第四紀研究グループ（1972）および中村・満塩ら（1972）が述べた。一方，町田・新井
　　　の　　　　　　　　　　　　　　ユ　ラ

（1976）・町田（1977）は全国的に火山灰層の研究を進め，南部四国の宿毛市小川付近や徳島

県上勝町などから，Tn火山灰を報告
　　　　　　　　　　　　　　　しヨ　
した。ついで安田・満塩（1978）が

1977年の日本地理学会秋期大会（愛媛

大学）で再び，四国の火山灰層につい

て報告し，本調査地域の南方の前期更

新世の大洲火山灰が肉眼的には九州の

八女粘土層と鳥栖ローム層に酷似して

いることを報告した。さらに，鹿島・
　　　　　　　　　　の
白石・高橋和（1981）が大洲市付近の

多数の箇所で，各層準の火山灰層を報

告した。ついで前述のように，鹿島ら
　　　ヨラ
（1982）が本調査地域でも発見し，満
　　　　ロらチ
塩（1971）が九州や山口県で明らかに

したように，広く九州や山口県の火山
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図6　火山灰の重鉱物組成Hy－Au－Hb図

　　1：黄色凝灰質物質　21八女粘土　3：音地
　　4：高野川層　5：高野川層レンズ状部
　　6＝双海層（伊予市三秋）

37



高橋　治郎・満塩　大洗・鹿島　愛彦

灰層とも比較した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さタ　さらに愛媛県下の火山性堆積物については，高橋・大龍・鹿島（1984）は前期更新世の八倉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ層からも，ついで，高橋・鹿島（1985）は後期鮮新世一前期更新世の郡中層からも報告した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒら　また，後期鮮新世の凝灰岩ば高知県では登層からもみつかっており（満塩・安田，1989），徳

島県下でも大阪層群相当層の森山粘土層中の凝灰岩の重鉱物組成についても報告している（高
　　　　　　　　　　　　　ね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らコ
知第四紀研究グループ，1972　；中村・満塩ら，1972）。さらに最近では愛媛県と高知県の

県境付近の宿毛市藻津付近でも，中位段丘構成層から火山灰をみつけている。

　このような背景のもとに，本調査域の双海層と高野川層に含まれている火山灰と，これまで

四国地方で報告されているものについての比較を述べる。一般に対比には，火山ガラスの屈折

率やその重鉱物組成を比較することが多い。これらのうち，満塩らが各地で行ってきた方法で

あり，しかも，比較的含有量が多くて比較しやすいので，重鉱物のうちHy－Au－Hbの三角

ダイアグラムによる組成によって検討した。これを図6に示している。ここで，Hyは斜方

晶系でシソ輝石類を主とし，Auは単斜晶系で普通輝石類を主としている。また，　Hbは角

閃石類であり，普通角閃石類を主としている。

　高位段丘の双海層の火山灰組成は，図6に四角で表している。これらの3個の試料は単斜輝

石類が少ないタイプであり，そのうち1つは斜方輝石類の集中タイプであり，残りの2つは角

閃石類の集中タイプである。角閃石類集中タイプは，徳島県の土柱礫層の比較的上部にある白
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うタ
色火山灰の重鉱物組成にみられる（高知第四紀研究グループ，1972　；中村・満塩ら，1972　）。

しかし，これは角閃石の他に黒ウンモの集中タイプで，石英安山岩のタイプであり，山陰系の

ものと考えている。したがって，双海層のものは層序的な位置や重鉱物組成などから考えて，

中央九州の阿蘇火山の噴出物である阿蘇一1から阿蘇一3のいずれかに相当すると考えられる

が，現在のところどれに対応するかは不明であり，今後フィヅショントラック法などで確定す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬる必要がある。なお，鹿島・白石・高橋和（1981）が大洲市付近で報告した火山灰の層準は，

明らかにプレ段丘の堆積物中のものも含まれており，今後の検討課題である。

　次に，中位段丘高野川層中の火山灰の組成は，図6では黒丸で表し，このレンズ状部の火山

灰は白丸で表している。後者はレンズ二部というかなり特殊な堆積環境のために長柱状の角閃

石類が集中したためと考えられるが，前者の黒：丸の部分は明らかに九州の阿蘇一4の末端相で
　　　　　　　　　　　　　　　　　ある，八女粘土層（郷原ら，1966）の組成とよく一致している。また，四国に一番近い九州側

の大分や福岡・熊本・長崎など，さらには，山口県での八女粘土の組成ともよく一致している
　　　　　　　　　　　　　ユアラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むラ

（有明海研究グループ，1965　；古川・満塩，1965，1987　；満塩・畑中，1973）。

　ところで，西部九州の熊本県玉名市付近では，中位段丘はMIとM丑の2段があり，　MIは

海成の段丘で長洲層であり，M∬はまさに八女粘土層の構成する面である（古川・満塩，
　　　1965）。これに対して，本調査地域においては，八女粘土層は段丘を構成するほど多量には供

給されなかったので，高野川層の礫層中の比較的上部に薄い層としてのみ介在されているので

あろう。

　以上のように，阿蘇一4が四国地域で発見されたことは，きわめて重要であり，今後の四国

地方での火山灰の対比に有力な指針を与えるものである。

　また，高位段丘双海層のマトリヅクスは，黄色凝灰質物質であり，これは普通角閃石類を主
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らう
としている（高知第四紀研究グループ，1972　；中村・満塩ら，1972　）。
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対 比

　つぎに，本調査地域付近の後期三新世一第四紀の地層群を，四国西部の愛媛県，および，高

知県のものと対比する（表1）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　愛媛県全体における第四紀層については，永井ら（1’980）によって新版の愛媛県地質図の中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　
で区分され，ついで，鹿島・高橋ら（1980）によって愛媛県水理地質図として詳しく述べられ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨコた。さらに，松山市周辺の地質が筆者らのうち鹿島・高橋（1980）によって詳しく報告された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一方，四国全体の第四系は中川（1969）によって最初に総括され，最近では満塩・古川
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（1988）によって述べられている。また，高知県では，高知市付近（西村ら，1941　；満塩ら，
　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　

1967　）をはじめとして，南東部の室戸半島方面（満塩ら；1971　，1977　，1987　）につい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨユ　て述べ，さらに，高知県全体については，満塩ら（1985）が水理地質図で報告した。

　まず，本調査地域周辺に存在する前期更新世（一部は後期鮮新世？）の郡中層は筆者らのう
　　　　　　　　　みち高橋・鹿島（1985）によって再定義され，湖沼性あるいは扇状地性堆積物であることが明ら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　エかにされた。これは高知県下では，西部の越層（満山ら，1989）に対比でき，東部では唐ノ浜
　　　　　　　　　　　　　　ヨの
層群の一部（満塩・安田，1989）がこれに対比でぎる。

　また，本地域北方の前期更新世のプレ段丘堆積物である八倉層は，高橋・大回・鹿島
　　　ヨラ
（1984）によって定義され，これは扇状地性の堆積物であり，松山市付近では二期扇状地性の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らう
堆積物である。高知県下では，西部の二布利層（中川，1969　；満塩・古川，1988　）に，中
　　　　　　　　　　　　　　　　　央部では万々層（満塩・山中，1987）に対比され，また，東部では芸西層群の安芸層の扇状地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性の厚い礫層に対比される（満塩・加賀美ら，1988）。

　本調査地域のクサリ礫の高位段丘堆積物は双海層であり，これは松山平野では高位段丘堆積
　　　　　　　　　　　ヨコ
物（鹿島・高橋，1980）に対比できる。また，高知県では，双海層は西部の弘見層（満塩・古
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

川，1988）に対比でき，中央部では城山礫層（西村ら，1941）・久礼田層（高知第四紀研究グ
　　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　き　ユ

ループ，1974）・琴平層（満塩ら；1977　，1987）などに対比できるが，高知県東部ではク

サリ礫のある明瞭な高位段丘堆積物は見られない。

　また，本地域の中位段丘の高野川層は旧海岸線に近い所に堆積したものであり，松山平野で

は中位段丘堆積物に対比でき，また，久万の三層の一部が海成層の可能性があるが，その他の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨウ中位段丘堆積物は河成である（鹿島・高橋，1980）。高知県下の海成中位段丘では，西部の足
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　
三層（三本・満塩，1981）や平野層（満塩・古川，1988）が，また，西部では生見層（満塩・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　

吉川，1977）や三木層（満塩・加賀美ら，1988）および羽根層（満塩・安田，1989）が，本地

域の高野川層に対比できる。一方，高知県中央部の中位段丘は海成でなく，河成の能茶山層（満
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

塩・吉川，1977）や植田層（高知第四紀研究グループ，1974）が愛媛県下の中位段丘堆積物に

対比できる。

　これら中位段丘の両県における分布からみて，これらの地層を形成した古土佐湾海進（関東

の下末吉海進相当）は，西部四国では北方は本地域付近までみられることとなり，南西部では

宿毛湾付近の藻津まで見られる。そして，九州側では大分県の海成中位段丘は岡下層（首藤，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1962）であり，山口県では吉南層（高橋・河野，1975）が，当地域の高野川層に対比できる。

これらの諸結果から，四国西部における古土佐湾海進の規摸を確定するうえで，高野川層の占

める位置は大きく，これによってリス／ウルム間氷期時における高海水準の際の古豊後水道の

様相が推定できるのである。
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　表1　四国西部の第四系対比表

愛 媛　　県 高 知　　県

松山南方 松山平野 西　　部 東　　　部

完 後 沖　　　上 部　　　　層 沖　　　上 部　　　　層

新 中 積　　　中 部　　　　層 積　　　下 部　　　　層

世 前 層　　　下 部　　　　層 層　　　最： 下　　部　　層
第

後 低位段丘堆積物皿 低位段丘　久　室

礫層E
更

低位段丘堆積物1
　　次　津
瘉ﾊ段丘＋

期
礫層1　　層　層

高野川層 中位段丘堆積物 足＊　平＊ 能　植

中
摺　　野 茶　田

層　　層 山　層

四 層

双海層＊＊ 高位段丘堆積物料 弘＊＊ 城＊＊久＊＊琴＊＊

新
見 山　礼　平

層 礫　田　層

層　層

期

芸　安芸層＋　万＋

↑ ↑ 以 西　　　　　　々

布 層　和食層＝　層
前

紀 八倉層＋ 古期扇状地礫層＋ 利 群　芸西層ヨ

世

期
↑ 層

↑
↑

郡中層 越 唐

ノ　穴内層＊
第 鮮 後

層 浜
三 新

層
紀 世 期 登層＊

群

＊海成層を含む。

；海浜礫を含む。

＊＊ Nサリ礫を含む。 親含を層礫性地状扇
十
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エヨエ　また，本地域においては低位段丘堆積物は見られないが，松山平野では鹿島・高橋（1980）

によって，これes　1とIrの2つが認められ，これらは高知県下の低位段丘礫層1および■にそ

れぞれ対応する。いずれも河成の礫層であるが，一般にはウルム氷期のため，海水準が低下し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　コ　　　　　　　　　　　　　　む　
て土佐湾などの大陸棚を形成している（MITuslo，1985　；満塩，1988）。

　なお，沖積層は本地域では猫の額ほど狭くて，地下のボーリングなどの資料はないが，四国
　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

全体は満管・古川（1988）や満塩ら（1989）によってまとめられている。

ま と め

　以上の本地域の調査結果を要約すれば，つぎのようになる。

1）高位段丘堆積物の双海層を定義した。これは高野川川沿いに断続的にみられ，高度は約40

－120mの平坦面を構成し，層厚は約10mである。本層はクサリ礫の河成堆積物で，一部に火

山灰が含まれている。

2）中位段丘の高野川層を再定義した。これは高野川川が伊予灘に流入する部分から海岸線に

沿って連続してみられる。高度は約20－40皿の平坦面を構成し，層厚ぱ約10m＋である。本層

は半クサリ礫からなり，一部に泥層や火山灰層が含まれている。これらの諸特徴から，本層は

海岸からそれほど遠くない所に堆積したもので，リス／ウルム間氷期の古土佐湾海進時の海水

準上昇の規模を，古豊後水道において規定するうえできわめて重要である。

3）双海層・高野川忌中の火山灰の重鉱物組成を検討し，四国・九州などのテフラと比較して，

高野川忌中の火山灰は阿蘇一4に対比され，これは四国における新発見である。なお，双海忌

中や大洲付近などの火山灰が阿蘇一1から3のどれに対比されるかは，今後の課題である。

4）さらに，愛媛県下および高知県下での後期鮮新統一第四系の対比について述べた。

　今後も愛媛県下の第四系について，さらに調査を進める予定である。
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